
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 0 19,870

4,129

概　算

人件費

0.50

0 0 0 0

0 0 0 0 0

Aの

財源

15,741

目標 成果 達成状況

26予算案26予算案26予算案26予算案 成果目標の達成状況

H25末

（見込）

H26

15,741

男性からの

不妊専門相

談件数

30 70

予

算

額

前年度繰越

項目

当初予算 15,741

0 0 0 0

合計 0 0 15,741

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度 26要求26要求26要求26要求

成果目標・

事業内容

不妊専門相談センターへの男性からの相談件数を30件（25見込）から70件へ増加

（女性からの相談は増加傾向にあり年間200件、男性からの相談は少なく横ばいにある状況）

（単位：千円）　

H27

目標

補正予算

合計（A)

３．広告広報・啓発ツールの

充実

直接

・新聞広告、リーフレット、相談窓口カード、相談支

援ハンドブック等を活用し、重点的な広報・啓発を実

施

13,703

２．正しい知識の啓発 直接

・ライフデザインセミナーの開催

・男性不妊に関する公開講座

1,352

（予算案）

１．指導者・相談員の資質向

上

直接 指導者・相談担当者研修会の開催 686

項目 実施方法 H26実施内容

H25 H26

（当初） （要求）

３　子育て支援体制の充実 実施期間

目指す姿

現状

・若者の妊娠・出産に関する知識不足、相談先が不明確

・男性不妊に対する理解不足

県が関与

する理由

男女が共に妊娠・出産に関する正しい知識が持てるよう普及啓発を行い、必要な場合は早期に相談、支援、治療につなげるよう支援

することで、妊娠・出産に関わる身体的リスクや精神的負担の少ない「健やかな妊娠・出産」を目指す。

～

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 可能

【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である

地域少子化対策強化交付金交付要綱及び同実施要領

（指摘事項等） （対応）

要求からの主な変更点 　地域少子化対策強化交付金を活用し、女性の健康ライフ支援事業を一部拡充して新たに実施

事業番号 04 10 28 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 健やかな妊娠・出産のための支援事業健やかな妊娠・出産のための支援事業健やかな妊娠・出産のための支援事業健やかな妊娠・出産のための支援事業
担

当

課

部局 健康福祉部

課・室 こども・家庭課

総合５か

年計画

プロジェクト  ７－２－３　活動人口増加プロジェクト E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－２　子育て先進県の実現


